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4.7  (株)消火器リサイクル推進センター 決算（要旨）および発行保証金の額 

推進センターの第 9期決算および発行保証金の額は以下の通りである。 

 

表 4-22 (株)消火器リサイクル推進センターの決算書（要旨） 

貸 借 対 照 表 
                  平成 29 年 3 月 31 日現在           （単位：百万円） 

資産の部 負債・純資産の部 

流動資産 2,984 流動負債 1,015 

固定資産 17,122 固定負債 18,906 

有形固定資産 5 負債合計 19,921 

無形固定資産 48 資本金 113 

投資その他の資産 17,068 剰余金 71 

  純資産合計 184 

合 計 20,106 合  計 20,106 

 

損 益 計 算 書 

(自 平成 28 年 4月 1日  至 平成 29 年 3月 31 日)    （単位：百万円） 

科  目 金  額 科  目 金  額 

 売上高 111 経常利益 105 

 売上原価 97 特別利益  

 売上総利益 13 特別損失  

 販売費及び一般管理費 143 税引前当期純利益 105 

 営業利益 ▲ 130 法人税、住民税及び事業税 27 

 営業外収益 244  当期純利益 78 

 営業外費用 8 
  

（注）営業外収益には、シール預り金に対応して、供託に資するために保有の有価証券の受取利息が含ま

れている。 

 

 

表 4-23 前払式支払手段の基準日未使用残高に係る発行保証金の額 
   （単位：千円）  

(注)前回基準日（平成 28 年 9月 30 日）における発行保証金額は 89 億 6,400 万円である。 

今回基準日（平成 29 年 3月 31 日）における未使用残高の 2分の 1が発行保証金額を上回ったため、11 億

4,940 万円の国債を購入し、法務局に供託した結果、発行保証金額は 101 億 1,340 万円となった。 

基 準 日 前回（平成 28年 9月 30 日） 今回（平成 29年 3月 31 日） 

発 行 額 28,255,691  30,322,859  

回 収 額 11,532,963  12,355,070  

未使用残高 16,722,728  17,967,789  

(同上の 1/2) 8,361,364  8,983,895  

発行保証金額 8,964,000（53.6%） 10,113,400（56.3%） 
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4.8 製造年調査結果からみる廃消火器の排出傾向 

 

過去に製造された消火器が当リサイクルシステムに回収・処理されるまでの期間の傾向

を把握するため、平成 28 年 10 月に廃消火器の製造年調査を実施した。製造年調査は、過

去に 2回（平成 24年度・26年度）行っており、今年度が 3回目となる。 

実施期間は 1 ヶ月間（平成 28 年 10 月）で、この間に当リサイクルシステムの中間処理

施設で処理された全ての廃消火器（約 26.8万本）の製造年を調査した。 

 なお、過去 2 回分（平成 24 年度・26 年度）の調査結果については、「廃消火器リサイク

ルシステム年次報告書・平成 26年度」に掲載している。 

 

平
成
２
４
年
度
調
査
結
果 

 

平
成
２
６
年
度
調
査
結
果 

 

平
成
２
８
年
度
調
査
結
果 

 

図 4-24 廃消火器排出までの経過年数別構成比と累計構成比（過去 3回調査分） 
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 過去 3回の製造年調査における廃消火器排出までの経過年数に応じた累計構成比を図 4

－24で示す。累計構成比の赤枠部分に着目すると、平成 24年調査では累計構成比は経過年

数に従ってなだらかに増加しているが、平成 26年調査から経過年数 11～12年目に向けて

急な増加を示しており、平成 28年調査ではさらに増加傾向が顕著になっていることが見て

取れる。これは全種類の廃消火器が排出されるピークとなる年が早まっている傾向にある

といえる。 

 

表 4-24 経過年数の平均値および経過年数 15 年以内の廃消火器比率の推移 

 
経過年数の平均値（年） 

経過年数 15 年以内の 

廃消火器の比率（％） 

H24 調査 H26 調査 H28 調査 H24 調査 H26 調査 H28 調査 

小 

型 

住宅用 12.9  6.8 8.4 66.0 96.2 91.1 

粉末 3～6型 17.4  19.5 18.8 43.6 42.4 48.3 

粉末 10～20 型 16.1  14.9 13.3 50.2 61.4 75.9 

水系・ガス系 14.1  12.9 12.2 62.9 72.1 78.1 

大 

型 

50～200 型 19.3  17.9 15.9 36.7 45.4 62.3 

移動式 20.9   20.1 22.2 19.4   25.7 24.7 

パッケージ型 17.6   14.0 14.0 35.6 53.7 40.7 

全体平均 16.1 15.2 13.6 50.4 60.2 73.4 

   

過去 3回の調査における廃消火器排出までの経過年数の平均値（消火器種類毎）および

経過年数 15年以内の比率の推移を表 4－24で示す。 

廃消火器の種類別に見ると、平成 28年調査では、製造・排出本数の多い小型消火器（粉

末 10～20型）において排出時期の早期化傾向が顕著である。平成 24年調査には 16.1年だ

った経過年数の平均値が平成 28年調査では 13.3年と、3年近く排出が早まっている。また、

経過年数が 15年以内だった廃消火器の比率も、平成 24年の 50.2％から平成 28年には

75.9％と増加している。一方で 10型未満の小型消火器（住宅用、粉末 3～6型）や大型消

火器（移動式、パッケージ型）では、明瞭な早期化傾向は見られない。これは製造・排出

本数が少なく、調査実施時期毎の特異な排出状況により影響を受けやすいためと考えられ

る。 

ただし、当リサイクルシステムが引き取った廃消火器については排出時期の早期化傾向

が見られるが、システム外の廃消火器についても同じ傾向があるといえるかどうかは不明

である。 
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５.  「家庭内の消火器の保有実態に関する全国調査」について 

5.1 調査の概要 

 工業会と推進センターでは、一般家庭（集合住宅を除く、以下同じ）に設置された消火

器の保有と設置状況・不要消火器の実態を確認するため、平成 28年 7月に全国で webによ

るアンケート調査を実施した。また、事前調査として 1,973人を対象に消火器保有の有無

を調査し、一般家庭の消火器保有率を算出した。 

 

5.2 全国 web アンケート調査結果 

① 一般家庭の消火器保有状況 

 まず、事前調査で一般家庭の消火器保有率を調査したところ 43％が「保有している」と

回答した。消火器を保有している家庭の 1戸あたりの平均本数は 1.35 本だった。この数字

を全国の戸建て住宅戸数に当てはめると、消火器を保有している住宅戸数は 1,285 万戸程

度と推計され、全国の一般家庭が保有している消火器の総本数は 1,735 万本程度と見込ま

れる。 

 

② 全国の不要消火器の推計数 

 保有する消火器のうち「未使用だが不要な消火器」の本数を確認すると平均 0.28 本で、

全国の一般家庭にある不要消火器本数を推計すると約 360万本の消火器が一般家庭で退蔵

していると見込まれる。また、消火器を保有する家庭のうちで不要消火器があると回答し

た割合は 24％に達している。これらの結果から、多くの一般家庭に不要な消火器が退蔵し

ていると見られる。 

 こうした不要消火器を廃棄しない理由は、「どのように廃棄すればよいかわからないから」

との回答が 57.8％と半数以上を占めた。それ以外の理由では、「特にじゃまになっていない」

（28.4％）、「まだ使えるかもしれないので、もったいない」（22.7％）といった退蔵期間の

長期化につながる理由が挙げられている。 

 
表 5-１ 不要消火器を廃棄しない理由 

(複数回答あり)  

理 由 回答率 

どのように廃棄すればよいかわからないから 57.8% 

当面置いておける場所があり、特にじゃまになっていないから 28.4% 

まだ使えるかもしれないので、もったいないから 22.7% 

わざわざ消火器販売店等まで持っていくのが手間だから 20.0% 

廃棄するときに回収・処理料金がかかると思われるから 18.7% 

近隣に消火器を引き渡せる消火器販売店等がないから 16.0% 

消火器に錆び・腐食・傷・変形等があり、動かすのは危険と思われるため 1.9% 

廃棄しようとしたが、引き取りを断られたから 1.1% 

その他 0.8% 
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③ 一般家庭で保有している消火器の製造年数 

消火器の使用期限は、点検の有無などにより多少異なるが業務用で 10年、住宅用で 5年

となっている。今回の調査で一般家庭が保有する消火器の製造年を調査したところ、製造

後約 5年以内（2012 年製以降）のものが 51％、約 10年以内（2007 年製以降）が 74％と使

用期限内とみられる消火器が多かった。 

一方で、製造後 10年超（2006年以前製）のものが 26％、うち 20年超（1996 年以前製）

が 8％あり、30年超（1986年以前製）も 3％あることがわかった。さらに古いものでは製

造後 55年を超える（1960年以前）のものが 0.3％あり、使用期限を大幅に超えた消火器の

早急な回収が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 一般家庭保有消火器の製造年別内訳 

④ 消火器リサイクルシステムの認知度 

 工業会が運営する当リサイクルシステムの認知度を調査したところ、「知っていた」が

9.3％、「知らなかった」が 90.7％となり、当リサイクルシステムの一般家庭への認知度が

低い結果となった。認知度を地域別でみると、東海（7.3％）、関東（8.0％）、近畿（8.0％）

などの大都市圏地域で低くなっている。 

 

5.3 今後の課題と取り組み  

一般家庭には多くの不要消火器や老朽化消火器が退蔵していると推測されるなかで、消

火器の廃棄方法として当リサイクルシステムの認知度は約 1割にとどまっている。このた

め、更なる認知度の向上にむけ広報活動の充実を図ることとしたい。とくに、古い消火器

の交換（廃棄）を促すことと廃棄時の処分窓口が容易に見つけられることが重要となるた

め、地域の住民と密接に関わりがある自治体ホームページまたは自治体が作成・配布して

いるごみチラシやごみカレンダーによる当リサイクルシステムの周知活動への協力を求め

ていくこととしたい。 



 
 

おわりに 

 

 皆様のご支援により、当リサイクルシステムは運用開始から 7年が経過しました。こ

れまでの処理本数は約 2,650万本、年平均で約 370 万本をリサイクルすることができま

した。また、自治体や各団体のホームページ等で PR にご協力いただき認知も進んでお

ります。 

 当リサイクルシステムの運用においては、すでに実務担当者の世代交代が始まってい

るため、平成 28 年度は回収窓口の要である全国約 5,000 ヶ所の特定窓口拠点を中心に

実務者講習会を実施し「ルール知識の再確認と法令順守意識の向上」を再周知しました。 

 今後も法令を順守し、ユーザーの利便性の向上に努めてまいります。日頃より、当リ

サイクルシステムの運営にご協力いただいております関係者の皆様および運用に携わ

る委託先の皆様に感謝致しますとともに、今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い

申し上げます。 

以 上 
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